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行
政
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
平
成
18
年
９
月
に
策
定
し
た

「
行
方
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
社
会
経
済
事
情
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
、
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
行
政
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
19
年
度
の
取
組
状
況

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。平

成
19
年
度
の
取
組
状
況
と
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

行
政
改
革
で
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し

を
は
じ
め
、
民
間
委
託
な
ど
の
推
進
、
定

員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
、
経
費
節
減

合
理
化
等
に
よ
る
財
政
の
健
全
化
な
ど
、

大
綱
で
掲
げ
る
推
進
項
目
に
基
づ
き
24
項

目
の
取
り
組
み
を
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
実
績
は
、
歳
出
に
関

す
る
取
組
で
は
６
項
目
を
実
施
し
、
約

３
億
１
９
０
０
万
円
の
効
果
額
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
歳
入
に
関
す
る
取
り
組
み
で
は

４
項
目
を
実
施
し
、
約
４
４
０
０
万
円
の

効
果
額
と
な
り
、
歳
出
・
歳
入
の
効
果
額

の
合
計
は
約
３
億
６
４
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

●主な実績の財政効果

【歳出の削減】 （単位：万円）

実　施　項　目 内　　　　容 削 減 額
民間委託の推進 給食センターの調理・配送部門の民間委託 3,835
市の職員数の適正化 採用抑制により１３名削減→職員数　４５９人 9,097

給与等の削減
市長・副市長・教育長の期末手当２０％削減 147
管理職手当の２５％削減と定額化の実施 170

コンピューター関連の総点検 ＩＴコーディネータ診断による電算関係費の削減 1,413
市単独補助の見直し 事務費３０％、事業費１０％の補助率削減 8,779

上下水道の財政健全化
水道会計への補助金削減 3,800
下水道会計への繰出金の削減 4,746

計 　 31,987

上記の実施項目のうち、「職員数の適正化」「給与等の削減」の平成 20年度の取組は以下のとおりです。
　● 職員数の適正化　退職 29名、採用４名により 25名削減
　● 特別職給与の削減（市長 10％、副市長・教育長７％）

【歳入の増収】 （単位：万円）

実　施　項　目 内　　　　容 増 収 額

税などの収納率の向上
市税・国保税等‥差押・不動産公売・ネット公売により
徴収率の向上（過年度分　対前年比） 2,590

各種料金‥督促・催告・戸別訪問等により収納率の向上 495
広告料などの新たな歳入の確保 広報紙・ホームページ・封筒に有料広告の掲載 57
使用料・手数料の見直し 公民館３館の使用料の統一及び料金改定を実施 111
遊休市有地の処分 遊休市有地の売却　　4,743㎡ 1,187

計 　 4,440

平成１９年度
行政改革の取組状況をお知らせします

～集中改革プランに取組んでいます～
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●集中改革プランの項目ごとに実施した事業の主な取り組みをお知らせします。

番号 実　施　項　目 取　　組　　内　　容
1 行政評価システムの導入 事務事業評価の試行を実施　　２１９事業
2 組織機構の継続的な見直し 組織の簡素合理化により９室を削減　　行政組織　７部２６課
3 白帆荘の運営の見直し 平成１８年度末で廃止　　完了
4 北浦荘・いこいの家の運営見直し 指定管理者制度の導入、業務縮小を検討
5 教育施設の配置及び利活用 学校等適正配置計画の策定作業素案を作成し、地区説明会を開催
6 補助金等評価・決定システム 財政援助団体補助は、対象経費の５０％以内とすることを規定
7 補助金交付団体の運営自立促進 経営改善を推進
8 類似団体の合併促進 観光協会設立に向けた準備委員会の開催
9 人事評価システム 準備作業を推進
10 ＮＰＯ・ボランティア団体との協働 まちづくりサポーターの参画による基本計画策定の協議
11 地域情報化の推進 ホームページを活用して各課の最新情報を発信
12 民間委託の推進 給食センターの調理・配送部門を民間委託
13 指定管理者制度の導入 観光物産館「こいこい」に導入
14 職員数の適正化 退職１７名、採用４名により１３名削減　　職員数４５９人
15 給与等の適正化 昇給抑制や各種手当の削減
16 管理委託契約の一括 施設管理業務（警備・電気設備等）の一括契約を推進
17 コンピューター関連の総点検 ＩＴコーディネータの診断により契約内容の見直し
18 市債削減計画 地方債発行額を元金返済額以下に抑制し、市債残高を減少
19 税などの収納率の向上 差押・公売、戸別訪問等により市税・各種料金の滞納額の減少
20 広告料等の新たな歳入の確保 有料広告の募集
21 市単独補助の見直し 事務費補助３０％、事業費補助１０％を削減
22 使用料・手数料の見直し 公民館・運動場の使用料を改定
23 遊休市有地の処分 遊休市有地の売却
24 上下水道の財政健全化 戸別訪問による滞納整理、未加入者へ加入促進活動

平
成
20
年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
は
、
完
了
項
目
を
除
く
23

項
目
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。
主
な
内

容
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
や
学
校
等

適
正
配
置
計
画
の
推
進
、
補
助
金
等
の
見

直
し
、
類
似
団
体
の
合
併
促
進
な
ど
の
推

進
を
図
り
、
経
費
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

そ
の
他
、
職
員
数
や
給
与
等
の
削
減
な

ど
も
継
続
し
て
前
年
度
以
上
の
経
費
縮
減

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
Ｔ
Ｑ
Ｍ
と
い
う
手
法

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
各
課
が
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
目
標
を
設
定
し
て
問
題
の
解
決

に
向
け
て
対
策
を
立
て
実
行
し
て
い
く
も

の
で
、
業
務
改
善
等
に
よ
り
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
運
営
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

削
減
効
果
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

今
後
も
改
革
の
推
進
状
況
を
定
期
的
に

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
行
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
こ
の
よ

う
な
行
政
改
革
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財

源
で
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、「
補

助
金
・
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
・
前
納

報
奨
金
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
市
民

の
目
線
か
ら
検
討
を
進
め
、本
年
10
月
、

市
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
は
、
市
か
ら
補
助
金
等
の

見
直
し
に
つ
い
て
依
頼
を
受
け
、
現
行

の
目
的
・
効
果
等
を
検
証
し
、
今
後
の

方
向
性
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
を
意

見
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
長
へ
答
申
を
行
い
ま
し
た
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平成21年度
行方市立幼稚園
園児募集のお知らせ

　行方市立各幼稚園へ入園を希望される方は、「入

園申込書」に必要事項を記入のうえ、入園を希望す

る幼稚園に提出をお願いします。

　なお、「入園申込書」については該当幼児保護者

あてに郵送いたします。( ９月３０日現在、市内に

住所のある方 )

　また、平成２０年度に４歳児で入園している園児

についても、幼稚園から配布される申込書（継続・

変更・退園）を募集期間内に提出をお願いします。

【問合せ・申込み先】　行方市教育委員会　学校教育課（北浦庁舎）　学校教育グループ

　　　　　　　　　　〒 311-1792　行方市山田 2564 番地 10

　　　　　　　　　　☎　0291 － 35 － 2111（内線 266）　FAX　0291 － 35 － 1785

○募集幼稚園並びに定員

幼稚園名 麻生幼稚園 太田幼稚園 北浦幼稚園 玉造幼稚園

電話番号 0299-72-0530 0299-73-3610 0291-35-2038 0299-55-0281

住　　所
〒 311-3832
行方市麻生 1147 番地 1

〒 311-3826
行方市矢幡 500 番地

〒 311-1704
行方市山田 1281 番地

〒 311-3512
行方市玉造甲 4175 番地

定　　員 １４０名 １０５名 １４０名 ２１０名

募集対象児
４歳児・・・平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生
５歳児・・・平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

通園区域

麻生小学校区
行方小学校区
小高小学校区

太田小学校区
大和第一小学校区
大和第二小学校区
大和第三小学校区

津澄小学校区
要小学校区
武田小学校区
小貫小学校区
三和小学校区

羽生小学校区
玉造西小学校区
現原小学校区
玉川小学校区
玉造小学校区
手賀小学校区

送迎方法 タクシー タクシー バス バス

通 園 費 往復３，０００円 ( 片道１,５００円 ) ※預かり保育を利用される方は、送迎はありません。

募集期間 １２月１日（月）～１２月１２日（金）　午前８時３０分～午後６時（土・日・祝日を除く）

○申込方法
　「入園申込書」は、①入園を希望する幼稚園へ提出、②学校教育課へ提出又は郵送でお願いします。

○費用等
　入園料　２，５００円（入園時のみ）
　授業料　月額３，０００円　（その他給食費３，８００円、教材費等）

○預かり保育

預かり保育時間
費　用 長 期 休 業 中

預かり保育時間

費　用

月　額 臨時（日額） 月　額 臨時（日額）

午前７時３０分
～午前８時３０分

１，０００円 １００円

午前７時３０分
～午後６時

１０，０００円 １，０００円午後３時～午後６時

（太田幼稚園は、放課後児童

クラブ（太田キッズ）を利用）

３，０００円 ３００円
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農薬散布に気をつけましょう !!農薬散布に気をつけましょう !!
　残留基準を超えた農産物は食品衛生法に基づき流通
禁止となり、すでに流通した農産物は回収、処分等の
処理が必要となります。
  市内農産物においても、平成 18年 5月から平成 20
年 9月までにシュンギク、大葉など４件の基準超過事
例が発生しており、自主回収、処分等が行われました。

　事故が発生すれば、農薬取締法に基づき、基準値超
過の原因が追及され、本人だけでなく産地全体に影響
が出ます。
　また、市場はもとより消費者の信頼も損なわれます。
　行方の産地を守るために農薬を正しく使い、消費者
に信頼される農産物を出荷しましょう。

◇農薬登録のあるものを使う。（農林水産省の登録番号を必ず確認する。）
◇ラベルに書かれている「作物名」「適用病害虫名」「希釈倍数・使用量」「使用方法」「使用時期」「使用回数」
を確認し、必ず守る。
◇最終有効年月を過ぎた農薬を使わない。

◇生産履歴は必ず記帳しましょう。

作 物 名
適 用 病
害 虫 名

希釈倍数
使 用 量

使用方法 使用時期
本  剤 の
使用回数

○○○の
使用回数

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
注意事項　・・・・・・・・

最終有効年月　××年××月

農薬の使用についてよくわからないときは、
  行方地域農業改良普及センター　☎　０２９９－７２－０２５６
  鹿行地方総合事務所農林課　　　☎　０２９１－３３－４１２０ 　までお問合せ下さい。

今月の環境保全・緑化活動の紹介は・・

　四鹿・杉平地区の県道沿の花壇をいつもきれい
に手入れし、地域や道行くドライバーの目を楽し
ませてくれている、癒しの郷フラワークラブ四鹿・
杉平地区のみなさん。紹介してくれたのは、行方
市区長会代表で、環境保全行方市民会議副議長の
鈴木次男さん（四鹿在住）。旧麻生町時代に、緑
化推進協議会からの助成金で地域の活性化とコ
ミュニケーションづくりを目的に始めたのがきっ
かけ。年に２回（春・秋）の植え替え作業・月２
回の除草作業や、年１度の日帰り研修も楽しみな
がら活動中。地域シンボルの集落センターにも花
壇をつくりそちらの花も可愛がっています。

　また、資源ごみの集団回収や、お米のとぎ汁も
除草作業時に花壇にかけるなど、環境にやさしい
地域づくりに暖かく協力してくれています。さら
に、杉平の沿道花壇からは、摘んでも後から生え
てくるチェリーセージ（ハーブ）を白帆の湯に寄
付して喜ばれています。尚、県道の花壇付近の方
も自宅前の道ぎわに花を植えて一体感を出してく
れています。鈴木区長は「地域が明るくなって良
かった。これからも仲良く続けてもらいたい。市
内にもひろがるといいね。」と話してくれました。

【問合せ】環境課（北浦庁舎）　☎ 0291-35-2111　Fax 0291-35-3258

沿道緑化活動をしている麻生地区緑化（道路里親認定）団体を紹介します

ペットボトルに保存した米のとぎ汁を
草花にかける四鹿地区のみなさん

団　　　体　　　名 代表者名 活動場所

行方花の会 川　島　芙美子 縦貫道行方鹿行自動車付近他

行方市高校生会

行方市麻生ガーデニング愛好会
髙　野　婦美子 麻生高速バスロータリー

矢幡地区女性会 丸　木　輝　子 矢幡地区県道

石神地区緑化ボランティアグループ 新　堀　久　子 縦貫道石神交差点

AIAI クラブ 箕　輪　幸　栄 みなみ原団地入口

癒しの里フラワークラブ四鹿地区 高　塚　富士男 四鹿坂下

癒しの里フラワークラブ杉平地区 坂　本　きみ子 四鹿久保田ストアー前

◆ 農林水産課よりお知らせ ◆

農薬を正しく使うために

必 読
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方
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想

〜
そ
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４
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新
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舎
建
設
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
（
４
）
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平
成
20
年
度
行
方
市
消
防
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
が
9
月
27
日
、
麻
生
運
動

場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
士
気
の
高
揚

と
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

分
か
れ
、
規
律
の
正
し
さ
や
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。

　

各
団
員
の
選
手
た
ち
は
、
機
敏
か
つ

正
確
な
動
き
で
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小型ポンプの部優勝 小高消防団 自動車ポンプの部優勝　上宿・川向消防団

■自動車ポンプの部

■小型ポンプの部

優　 勝 上宿・川向消防団 玉造支団第３分団第３部

第２位 両宿・内宿消防団 北浦支団第３分団第３部

第３位 宿消防団 玉造支団第２分団第３部

優　 勝 小高消防団 麻生支団第５分団第１部

第２位 南・北高岡消防団 北浦支団第２分団第３部

第３位 今宿消防団 麻生支団第４分団第２部

　

市
で
は
現
在
、
庁
舎
建
設
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

行
方
市
庁
舎
建
設
委
員
会
に
お
い
て

は
「
行
方
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
の

事
案
を
具
体
的
・
総
合
的
に
検
証
し
て

お
り
、
今
後
市
民
の
皆
様
に
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
基
本
と
な
る
も
の
の
策

定
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
前
号
に
引
き
続
き
、「
行

方
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
の
概
要
に

つ
き
ま
し
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

◇
現
庁
舎
の
利
活
用

　

維
持
コ
ス
ト
の
側
面
を
捉
え
る
と
、

新
庁
舎
を
建
設
し
た
場
合
、
処
分
す
る

こ
と
が
長
期
的
に
は
維
持
管
理
経
費
の

圧
縮
、
人
件
費
の
削
減
効
果
等
を
生
み

出
し
、
望
ま
し
い
状
況
で
す
。
た
だ
し
、

取
り
壊
し
経
費
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

ま
た
、
ど
の
時
期
に
処
分
す
る
か
に
よ

り
削
減
効
果
も
変
動
す
る
こ
と
か
ら
慎

重
に
様
々
な
要
因
を
精
査
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
敷
地
利
用
に
つ

い
て
も
検
討
が
必
要
で
す
。
同
時
に
、

売
却
、
貸
与
の
可
能
性
の
検
証
は
常
に

必
要
で
あ
り
、
可
能
で
あ
れ
ば
収
入
と

支
出
の
精
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
住

民
利
便
性
の
面
か
ら
は
現
庁
舎
を
残
す

こ
と
が
窓
口
業
務
を
含
め
理
想
的
で
す

が
、
コ
ス
ト
面
か
ら
非
効
率
的
で
あ
り
、

「
公
民
館
等
の
他
行
政
資
産
で
の
窓
口

業
務
を
実
施
す
る
」
等
の
検
証
を
す
る

こ
と
が
利
便
性
を
損
な
わ
な
い
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
し
た
手
法
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
共
施
設
の
統
合
整
備
と

一
体
的
な
視
点
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
や
公
共
施
設

の
効
率
化
を
踏
ま
え
、検
討
が
必
要
で
す
。

◇
そ
の
他

　

市
民
へ
の
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
説

明
や
情
報
開
示
、
意
見
収
集
等
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

以
上
、
計
４
回
に
わ
た
り
ま
し
て
、

行
方
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の
概
要
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
行
方
市
庁
舎
建
設
委
員
会

を
平
成
20
年
６
月
30
日
に
設
置
し
、
基

本
構
想
の
内
容
を
、
庁
舎
建
設
を
し
な

か
っ
た
場
合
も
含
め
総
合
的
・
具
体
的

に
調
査
検
証
し
て
い
ま
す
。
経
過
・
内

容
・
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
市
民

の
皆
様
に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見

を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

第
３
回
行
方
市
庁
舎
建
設
委
員
会
で

は
、「
基
本
方
針
」、「
庁
舎
機
能
と
施

設
の
構
成
、新
庁
舎
の
イ
メ
ー
ジ
」「
新

庁
舎
建
設
位
置
の
検
討
」
に
つ
い
て
確

認
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
庁
舎
建
設
検
討
の
際
の
財

源
の
考
え
方
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、

次
回
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
財
源
の
推

移
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
検
討
を
進
め
、
今

年
度
中
に
市
長
へ
報
告
を
行
う
予
定
で

す
。

　
　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

第
３
回
庁
舎
建
設
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
（
９
／
29
）

行
方
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

問
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10
月
１
日
行
方
市
北
浦
公
民
館
に
お

い
て
、
行
方
市
３
商
工
会
の
合
併
契
約

調
印
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

麻
生
・
北
浦
・
玉
造
商
工
会
で
は
平

成
18
年
２
月
か
ら
合
併
協
議
を
続
け
て

き
た
結
果
、
平
成
21
年
４
月
１
日
に
行

方
市
商
工
会
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
財

政
基
盤
と
組
織
の
強
化
を
図
り
、
行
政

や
地
域
と
手
を
携
え
て
地
域
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
行
方
市
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
合
併
す
る
も
の
で

す
。

　

行
方
市
戦
没
者
追
悼
式
が
10
月
５

日
、
麻
生
公
民
館
に
お
い
て
遺
族
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
各
団
体
の
代
表
者
な

ど
４
３
０
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
歌
斉
唱
の
あ
と
戦
没
者
英
霊
に

黙
祷
を
捧
げ
、
坂
本
市
長
が
「
祖
国
を

思
い
尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
１
２
０
０

余
の
戦
没
者
の
方
々
の
ご
心
情
を
思
う

と
き
痛
惜
の
念
が
胸
に
迫
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
平
野
市
議
会
議
長
、
飯

田
遺
族
会
会
長
な
ど
よ
り
追
悼
の
言
葉

が
捧
げ
ら
れ
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め

て
、
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　10 月 2 日、麻生地区の老人クラブの
皆さんが、ボランティアで市役所麻生
庁舎の周辺の草抜きを行ってくれまし
た。ありがとうございました。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地
域
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

三
商
工
会
合
併
調
印
式

　

市
内
全
域
に
お
い
て
、
高
速
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、

10
月
６
日
に
坂
本
市
長
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
茨
城
支
店
長
へ
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
市
で
は
今
後
、
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
に
対
し
て
も
要
望
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
北
浦
地
区
で
誘
致
活
動
を
展

開
す
る
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
誘
致
協
議

会
北
浦
局
区
か
ら
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に

対
し
、
１
１
４
８
件
も
の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

仮
申
込
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド誘

致
活
動

　青少年育成行方市民会議手賀小地区協
議会（茂木昌会長）では、地域住民と学校
が一体となり青少年健全育成活動を行って
います。この度、事業の一環として手賀小
学校の児童から「健康・安全な生活」をテー
マに標語を募集し看板を設置しました。
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『
８
０
０
人
が
歩
っ
た
、
歩
っ
た
!!
』

  

行
方
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催
さ
れ
る

　

10
月
４
日
（
土
）
霞
ヶ

浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
お

い
て
、
今
年
４
月
か
ら
実

施
の
「
特
定
健
診
」
の
Ｐ

Ｒ
と
メ
タ
ボ
予
防
・
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
、
行
方

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が

８
０
０
人
と
い
う
多
く
の

参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
晴
天
に

恵
ま
れ
夏
に
戻
っ
た
よ
う

な
気
温
の
中
、
中
田
由
夫

氏
（
筑
波
大
学
大
学
院
助

教
）
の
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
す
す
め
』
と
題
し
た
ミ

ニ
講
座
で
は
、「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
道
具
も
い
ら
な
い
、

ひ
と
り
で
も
で
き
る
運
動
」

と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
方
法
も
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
霞
ヶ
浦
湖
畔

を
２
キ
ロ
コ
ー
ス
、
４
キ

ロ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
方
市
食
生
活

改
善
推
進
員
に
よ
る
お
に

ぎ
り
の
昼
食
や
「
西
小
は

や
し
の
会
」
の
踊
り
、
お

囃
子
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
お
楽
し
み
抽
選

会
も
行
わ
れ
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
次

回
も
参
加
し
た
い
」、「
年

２
回
開
催
し
て
ほ
し
い
」

「
初
め
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

家
族
で
も
行
い
た
い
」
等

の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

健
康
は
誰
も
が
願
う
も

の
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
技
術
は
い
ら
な
い
、
お

金
は
か
か
ら
な
い
、
手
軽

に
で
き
る
、
ひ
と
り
で
も

で
き
る
健
康
法
で
す
。
ま

ず
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。　

　

行
方
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
麻
生

支
部
・
北
浦
支
部
・
玉
造
支
部
）
と
商

工
観
光
課
で
は
、
こ
の
た
び
高
齢
者
を

悪
質
商
法
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、

茨
城
県
消
費
者
教
育
専
任
講
師
の
佐
藤

洋
子
先
生
を
迎
え
て
、「
悪
質
商
法
被
害

に
つ
い
て
（
高
齢
者
を
ね
ら
う
悪
質
商

法
と
対
処
法
）」
を
テ
ー
マ
に
出
前
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
ビ
デ
オ
「
老
後
の
金
は

渡
さ
ん
」
に
よ
り
、「
催
眠
商
法
」「
利

殖
商
法
」「
シ
ロ
ア
リ
駆
除
」
と
い
っ
た

訪
問
販
売
の
巧
妙
な
手
口
の
被
害
の
実

態
を
観
て
、
勧
誘
の
上
手
な
断
り
方
、

う
っ
か
り
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
き
方
、
あ
き

ら
め
ず
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
の
相

談
を
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被

害
が
県
内
に
お
い
て
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
振
り
込
む
前
に
必
ず
誰
か
に

相
談
し
、「
老
後
の
お
金
は
絶
対
渡
さ
な

い
よ
う
に
!!
」
と
、
先
生
の
大
き
い
声

で
講
座
を
閉
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
、
茨
城
県
と
市
町

村
が
９
月
を
「
高
齢
者
向
け
悪
質
商
法

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
の
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

悪
質
商
法
の
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守

る
た
め
、
関
係
者
に
次
の
お
願
い
を
い

た
し
ま
す
。

○
介
護
ヘ
ル
パ
ー
・
民
生
委
員
・
ご
近

所
の
方
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
見

慣
れ
な
い
人
の
出
入
り
や
、
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
形
跡
が
あ
っ
た
ら
気
を
つ

け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

○
ご
家
族
の
方
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
は
、
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
や
、
気

付
い
て
も
家
族
に
叱
ら
れ
る
と
思
い

言
い
出
せ
な
い
で
、
問
題
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
等
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
鉾
田
分
室

　
　

☎
０
２
９
１
（
３
３
）
４
４
１
０

商
工
観
光
課
（
北
浦
庁
舎
）　
　

　
　

☎
０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

「
消
費
生
活
」
出
前
講
座
開
催

〜
老
後
の
金
は
渡
さ
ん
〜

ゴール後の会場には、血圧測定、体脂肪測
定など健康相談コーナーを設けました。

１ケ１００gのおにぎり
減塩に配慮しました。

市長を先頭にウォーキングがスタート

スタート前の準備体操



NAMEGATA  NOV 1. 2008
9

平成２１年度　保育園児募集
　行方市では、次の内容で保育所の平成２１年度入園園児を募集いたします。
　入所を希望される方は申し込み手続きをしてください。

入 所 対 象　保護者の就労状況等により保育に欠けると認められる 0歳（概ね 6ケ月以上）～ 6歳
までの児童

　　　　　　※但し、入所の要件により実施期間が限定されることがあります。
受 付 期 間　12月 1日（月）から 12月 12 日（金）まで（土・日祭日は除く）
　　　　　　（玉造庁舎のみ 12月 3日、10 日は夜 7時まで受付けます。）
提 出 書 類　①保育所入所申込書　　②調査票　　③就労証明書又は採用予定証明書等
　　　　　　④平成 20年分源泉徴収票の写しまたは確定申告書の写し（父母両方）
　　　　　　※その他状況に応じて（母本人が病気等）、必要書類を提出していただく場合があります。
　　　　　　　全ての書類が取り揃わないと受付できませんので事前にご確認ください。
保育所一覧

保育所名 麻生保育園 竜翔寺保育園 北浦保育園 玉造第一保育園 玉造第二保育園 玉造第三保育園

所 在 地 麻生 944 根小屋 99 中根 309-1 玉造乙 1027-1 西蓮寺 481 芹沢 1652-5

電　　話 0299-72-0522 0299-73-3101 0291-35-3141 0299-55-3631 0299-56-0710 0299-55-1224

定　　員 ７５人 ９０人 ８０人 ６０人 ９０人 ９０人

開設時間（平日） 　７：００～１８：００

延長保育 １８：００～１９：００

そ　の　他　・各保育所の保育サービス、保育状況及び入所案内につきましては「保育所（園）入所
案内」にて、ご確認のうえお申し込みください。

　　　　　　・申込書類・「保育所（園）入所案内」につきましては、各保育所及び下記受付・問い
合わせ先窓口にてお受け取りください。

申込受付先　玉造庁舎　社会福祉課　児童福祉G　　　☎ 0299 － 55 － 0111
　　　　　　麻生庁舎　総合窓口　　　　　　　　　　☎ 0299 － 72 － 0811
　　　　　　北浦庁舎　総合窓口　　　　　　　　　　☎ 0291 － 35 － 2111

【問合せ先】　社会福祉課児童福祉グループ（玉造庁舎）保育所事務担当　☎0299－ 55－ 0111（内線 103）

　行方市といばらき出会いサポートセンターとの共催で「めぐりあい☆クリスマスparty」を開催いたします。
　行方市民だけでなく多くの方が参加いたしますので、素敵な出会いを求めてお気軽にご参加下さい。

日　時　12月6日（土）午後5時～ 7時
会　場　食楽BAR　TAKEO（土浦市有明 2-20）土浦駅東口駅前
対　象　40歳以下で未婚の男女
参加費　男性：5,000 円　女性：3,000 円（当日徴収）
申込み　11月 10日（月）～ 25日（火）※お電話にてお申し込み下さい。
定　員　男女とも 20名（応募者多数の場合は抽選）
その他　送迎バスを運行いたします（麻生庁舎→道の駅たまつくり→会場）ご希望の方は、申込み時にお申し出下さい。
【申込み・問合せ先】市企画課（麻生庁舎）☎ 0299-72-0811　fax0299-72-3226

○いばらき出会いサポートセンターとは？
　茨城県と（社）茨城県労働者福祉協議会が共同で設立した組織で、市長会・町村会をはじめ多くの団体の支援を
受けて活動しています。お見合いのサポートやパーティの開催など、出会いの機会を提供する活動を行っていま
す。現在、2,200 名の方が会員登録され、昨年度には、活動を通じて 97 組が結婚しました。
　興味をもたれた方は、下記までお気軽にお問い合わせ下さい。

【問合せ先】いばらき出会いサポートセンター　URL　http://www.ibccnet.com    E-mail  r-line@ibccnet.com
○三の丸センター（水戸市三の丸 1-5-38）茨城県三の丸庁舎 3階　 ☎ 029-224-8888　　fax029-224-8921
○鹿行センター（鹿嶋市鉢形台 2-1-7）ラウェル鹿嶋 2階　　　　　☎ 0299-90-8888

partyめぐりあい☆クリスマスめぐりあい☆クリスマス 参加者募集！
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今年も・・　　の展示を行います

行方市花生産組合からのお知らせ

今年度も各庁舎において、１１月から毎月花の展示を行います。

今回も毎月抽選により、行方産の旬の花々を多数プレゼントいたしますので、各庁舎へおいでの際に

は、当組合の花に関するアンケートに是非、ご協力をお願いいたします。

展示期間　１１月１０日（月）～１１月１４日（金）鉢物展示（シクラメン）

　　　　　１２月　１日（月）～１２月　５日（金）切花展示（バラ・カーネーション等）

提　　供　行方市花生産組合

問合せ先　行方市花生産組合事務局（市農林水産課内　北浦庁舎）℡０２９１－３５－２１１１

市営住宅の入居者募集について

下記記載の市営住宅の入居者を募集します。

住宅名 所在地 間取り 構造 募集戸数
みなみ原団地

（旧麻生） 青沼 841-14 3LDK RC造 １戸

諸井団地（旧玉造） 諸井 4175 3DK 〃 １戸

募集期間　１１月１０日～１１月２１日

入居資格　下記の（１）～（３）の全ての要件に該当する方

　（１）単身入居以外の方で現在住宅に困っている方

　（２）市税等を滞納していない方

　（３）公営住宅法で定める基準内の収入である方

　＜例＞一般世帯の場合　（１世帯の合計所得額－控除額）÷１２＝２０万円以下

入居者の選考　募集戸数より申込者が多い場合は、市営住宅管理条例第８条により入居専攻委員会を

行い入居者を決定いたします。

入居可能予定時期　平成２１年１月

申込方法　所定の申込書がありますので、建設課（玉造庁舎）及び総合窓口（麻生庁舎・北浦庁舎）

にお問い合わせ下さい。【募集内容・申込み書等については、行方市ホームページにも掲載しています。】

申込み・問合せ先　建設課（玉造庁舎）　☎ ０２９９－５５－０１１１

花

みなみ原団地
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来年５月２１日
裁判員制度 始まります。

裁判員候補者名簿記載通知が届きます。
　裁判員制度の実施に向けて、水戸地方裁判所で
は、茨城県内の４４市町村の選挙管理委員会がく
じで選んで作成したデータに基づき、この秋に、
平成２１年の裁判員候補者名簿を作成します。
　裁判員候補者名簿に載った方には、１２月１０
日ごろまでに、名簿に記載されたことの通知（名
簿記載通知）をお送りします。

　この通知は、
翌年、裁判員を
選任するための
手続を行う期日
に裁判所にお越
しいただくため
のお知らせ（呼
出状）が届く可
能性があること

を事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしてい
ただくためにお送りするものです。
　したがってこの段階では、まだ具体的な事件の
裁判員候補者に選ばれたわけではありませんの
で、すぐに裁判所にお越しいただく必要はありま

せん。
　裁判員候補者名簿に載った方には、この名簿記
載通知と同時に調査票をお送りします。
　調査票では、①裁判員になることができない職
業に就いているかどうか（就職禁止事由の有無）、
②１年を通じての裁判員の辞退希望の有無・理由、

③月の大半にわたって裁判
員となることが特に困難な
特定の月がある場合、２ヵ
月を上限として、その特定
の月における辞退希望の有
無・理由をお尋ねします。
　調査票をお送りするのは、
できるだけ早期にこのよう
な事情をお尋ねすることに
より、裁判員に選ばれるこ
とがない方が裁判員候補者

として裁判所にお越しいただかなくてもいいよう
にして、裁判員候補者の方々の御負担を軽減する
ためです。御記入・御返送に御協力ください。

裁判員制度とは？？
　裁判員制度は、国民から選ばれる裁判員が、刑
事裁判に参加する制度です。
　６人の裁判員と３
人の裁判官が、とも
に刑事裁判に立ち会
い、被告人が有罪か
無罪か、有罪の場合
どのような刑にする
かを判断します。

茨城県内では・・・
　来年１年間に必要な裁判員候補者を
７，６００人と決定し、その人たちに名簿記
載通知を送ります。（年間予想件数を１１４
件、一つの事件に呼び出される候補者を
１００人とし、５～１２月の８ヵ月で計算し
た人数）
　県内の選挙人名簿登録者は６月現在で約
２４２万４，０００人で、約３１９人に１人
が選ばれる計算です。

　今後も、裁判員制度の実施に向けて、
皆様に様々な情報をお知らせしていき
ます。裁判員制度の詳細については、
裁判員制度ウェブサイト (http://www.
saibanin.courts.go.jp/) でも紹介してい
ます。

◆水戸地方裁判所◆

◆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成

◆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
書

を
送
付

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト
！

◆
裁
判
の
６
週
間
前
ま
で
に

事
件
ご
と
に
名
簿
の
中
か
ら
く

じ
で
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

◆
裁
判
の
当
日

　
　

選
任
手
続
期
日

　
　

６
人
の
裁
判
員
を
く
じ
で
選
任

★ 

裁
判
員
選
任
ま
で
の
流
れ 

★



人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
備

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
備

人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス
タ

人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス
タ
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
の
期
間
は
、
手
数

料
が
無
料
で
す
。

　

期
間
中
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
申
請
を
さ

れ
た
方
は
、
交
付
手
数
料
が
無
料

に
な
り
ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
は
、

写
真
付
と
写
真
な
し
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
写
真
付
き
の
カ
ー
ド

は
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
広
く

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
住
基

カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
交
付
後

10
年
間
で
す
。
詳
し
く
は
、
総
合

窓
口
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。

　
　

総
合
窓
口
課
（
玉
造
庁
舎
）

　

☎　

０
２
９
９-

５
５-

０
１
１
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
地
域
住
民
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
常
に

注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権
が
侵

害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を

受
け
、
被
害
救
済
の
た
め
に
速
や

か
に
適
切
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

期
日

12
月
２
日
（
火
）
麻
生
公
民
館

12
月
９
日
（
火
）
北
浦
公
民
館

12
月
10
日
（
水
）
玉
造
公
民
館

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

主
催　

鹿
嶋
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
・
水
戸
地
方
法
務
局
鹿
嶋
支
局

　

11
月
３
日
（
月
・
文
化
の
日
）

24
日
（
月
・
振
替
休
日
）　

麻
生

地
区
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
を
実

施
し
ま
す
。

※
集
積
所
へ
は
、
朝
８
時
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
燃
え
る
ご
み
以
外
は
収
集
し
ま

せ
ん
の
で
、
集
積
所
へ
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
は
両
日
と

も
休
業
日
で
す
の
で
、
一
般
ご
み

の
受
け
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　

☎　

０
２
９
９-

７
２-

１
８
５
３

　

横
須
賀
区(

玉
造
地
区)

で
は
、

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
地
域

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
備

品
（
テ
レ
ビ･

パ
ソ
コ
ン･

エ
ア

コ
ン
・
調
理
用
器
具
・
刈
払
機
な

ど
）
を
横
須
賀
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
ま
し

た
。

　

横
須
賀
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
横
須
賀
区
の

地
域
活
動
の
拠
点
で
も
あ
り
、
今

後
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
宝
く
じ
の
普
及

及
び
広
報
を
目
的
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
や
備

品
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

　

☎　

０
２
９
９-

７
２-

０
８
１
１

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
児
童

相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
な
ど
に

連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
法
律
で
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
で
い
た
ら
、
児
童
相
談
所

や
市
町
村
の
窓
口
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
鹿
行
児
童
分
室

　

☎　

０
２
９
１-

３
３-

４
１
１
９

社
会
福
祉
課
（
玉
造
庁
舎
）

　

☎　

０
２
９
９-

５
５-

０
１
１
１

　

人
権
週
間
（
12
／
４
〜
10
）
期

間
中
に
記
念
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
（
開
場
12
時
）

場
所　

石
岡
市
民
会
館　

ホ
ー
ル

（
石
岡
市
総
社
１

－

２

－

５
）

内
容　

①
平
成
20
年
度
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
②

平
成
20
年
度
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
表

彰
式
③
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
人
権

作
文
朗
読
（
人
権
作
文
は
、
全
国

中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
茨

城
大
会
優
秀
作
品
）
④
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
⑤
講
演
：
重
松
清
氏
（
作

家
）「
日
常
の
家
族
の
風
景
か
ら
」

費
用　

入
場
無
料

申
込
方
法　

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

ｆ
ａ
ｘ
及
び
ハ
ガ
キ
の
際
は
、
催

事
名
（
人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス

タ
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

合
計
参
加
人
数
を
明
記
の
う
え
申

込
み
願
い
ま
す
。
先
着
順
で
受
付

し
、
定
員
９
０
０
名
に
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

　
　
　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー
（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

－

６
）

　

☎　

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６

　
　
　

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
８

　
　
　

k
oso5

@
pref.ib

arak
i.lg
.jp

申
・
問

住
基
カ
ー
ド
無
料
交
付
の

住
基
カ
ー
ド
無
料
交
付
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

問

FAX

問1111
月
は
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

祝
日
等
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

祝
日
等
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

問

問

HP
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麻生支店

バス停（鯉千疋橋）

裁判所
潮来→

↑
鉾
田

広告募集
「市報行方」へ
　  広告を掲載しませんか

　行方では、「市報行方」に有料広
告掲載される方を募集しています。
　詳しくは、行方市役所　秘書広
聴課まで
〒 311－3892　行方市麻生 1561－9
☎0299－72－0811　FAX0299－72－2174

受け付け
広告原稿提出（発行１ヵ月前）

広告掲載内容審査

広告掲載決定

掲載発行

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女

性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

期
間　

11
月
17
日
（
月
）
〜
同
月

23
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　

☎　

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員

　
　

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎　

０
２
９-

２
２
７-

９
９
１
９

　

今
年
か
ら
11
月
11
日
は
「
介
護

の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。
茨
城
県

で
は
、
11
月
11
日
に
県
庁
舎
と
茨

城
県
総
合
福
祉
会
館
で
講
演
会
や

介
護
・
健
康
相
談
及
び
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
い
た
し
ま

す
。ま
た
、県
庁
舎
２
階
県
民
ホ
ー

ル
で
は
、
11
月
10
日
か
ら
14
日
ま

で
介
護
関
係
団
体
等
に
よ
る
パ
ネ

ル
や
福
祉
用
具
の
展
示
を
実
施
し

ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
詳
し

く
は
市
介
護
福
祉
課
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご

覧
下
さ
い
。）

　
　

茨
城
県
介
護
保
険
室

　

☎　

０
２
９-

３
０
１-

３
３
３
２

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ib

arak
i.

jp/buky
oku/hoken

/kaigo/
　

都
市
計
画
道
路
潮
来
鉾
田
線
の

環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
の
調

査
・
予
測
・
評
価
の
結
果
を
記
載

し
た
「
環
境
影
響
評
価
書
」
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　

11
月
27
日
（
木
）
ま

で
【
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
】（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝

日
を
除
き
ま
す
。）

縦
覧
場
所　

市
建
設
部
都
市
計
画

課
・
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市

計
画
課

縦
覧
内
容　

環
境
影
響
評
価
に
つ

い
て
の
調
査
・
予
測
・
評
価
の
結

果
を
記
載
し
た
環
境
影
響
評
価
書

　
　

市
都
市
計
画
課（
玉
造
庁
舎
）

　

☎　

０
２
９
９-

５
５-

０
１
１
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、都
道
府
県
、

市
町
村
の
協
力
の
も
と
に
12
月
１

日
、
全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成

20
年
住
生
活
総
合
調
査
」
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法

に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を
含
め

た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や

居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
等
を
総

合
的
に
調
査
す
る
も
の
で
、
５
年

ご
と
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
総
務

省
）
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の

中
か
ら
一
部
を
抽
出
し
、
全
国
で

10
万
世
帯
を
対
象
に
行
い
ま
す

が
、
本
県
で
は
、
一
定
の
抽
出
方

法
に
よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
約

５
，
７
０
０
世
帯
に
調
査
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で

の
間
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
を
お

願
い
す
る
皆
様
に
は
重
ね
て
お
手

数
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

講
演
会
の
ご
紹
介

〈
男
と
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

　

荒
木
由
美
子
さ
ん
の
介
護
実
体

験
を
語
る
講
演
を
メ
イ
ン
に
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
展
開

日
時　

11
月
23
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

会
場　

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

県
南
総
合
事
務
所

　

☎　

０
２
９-

８
２
２-

７
０
２
６

※
参
加
費
無
料
。
託
児
要
予
約
。

〈
レ
イ
ク
エ
コ
ー
主
催
の
講
演
会
〉

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
考
え
る
講
演
会

日
時　

12
月
７
日
（
日
）

午
前
の
部　

10
時
30
分
か
ら
12
時

橋
本　

由
美
子
（
茨
城
県
保
健
福

祉
部
子
ど
も
家
庭
課
課
長
補
佐
）

午
後
の
部　

１
時
か
ら
２
時
30
分

浜
尾　

朱
美（
キ
ャ
ス
タ
ー
・
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
）

会
場
・
申
込
み　

レ
イ
ク
エ
コ
ー

　

☎　

０
２
９
９-

７
３-

２
３
０
０

※
参
加
費
無
料
。
託
児
（
３
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
・
要
予
約
）

11
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

で
す
。

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
⑭⑭

問 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

強
化
週
間

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
に

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧
に

つ
い
て
（
東
関
道
水
戸
線
）

つ
い
て
（
東
関
道
水
戸
線
）

生
活
総
合
調
査
に

生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

問問

1111
月月
1111
日
は
「
介
護
の
日
」
で
す

日
は
「
介
護
の
日
」
で
す

HP
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健康づくり健康づくり健康づくり

野菜不足を補う一品料理を作ってみましょう♪

【作り方】

①干しエビはきれいに洗い、分量の水につけてやわらかく戻す。

②チンゲンサイは縦に６～８等分に切る。

　中華鍋か鍋に湯を沸かしてサラダ油と塩を入れ、チンゲンサ

イを軸のほうから入れてかためにゆでる。水にさらして水気

をしぼり、食べやすく切る。

③長ねぎはみじん切りにし、やわらかく戻した干しエビは粗い

みじん切りにする。干しエビの戻し汁にしょうゆ、酒、ごま

油を合わせ、長ねぎと干しエビを混ぜてたれを作る。

④チンゲンサイを器に盛り、③のたれをかける。

青
チンゲンサイ

梗菜
の栄養

ビタミンＣ ビタミン Cを多く含み風邪予防に最適でしょう。

ベータカロテン
豊富なカロテンは、体内でビタミンＡの動きを活発
にし皮膚や粘膜を健康にします。

カルシウム・カリウム
鉄分・食物繊維

これらのアルカリ性ミネラルは、ストレス解消、胸
焼け解消、骨粗鬆症、貧血予防、高血圧、浄血剤、
利尿作用、便秘予防などに役立ちます。

漢方・薬効
熱さまし、胸やけを取るとされ、胃がむかつく時に
最適です。

※女性に嬉しい効果！！メラニンの生成を抑制するので、美肌作りに最適です！！

　『緑黄色野菜と淡色野菜のとり方』
　野菜類は、減量中でもお腹いっぱい食べることができる食品であり、食事をボリュームアップさせたり、
お腹を満足させたりするために積極的にとりたい食品でもあります。
　野菜は、濃い赤、緑、黄色の緑黄色野菜（切っても色の濃い野菜）と色の薄い淡色野菜の２種類に分け
られます。どちらも私たちのからだに必要な、ビタミンやミネラルといった栄養素をたくさん含んでいま
す。一方で、それぞれの野菜が持つ栄養素の種類や量には大きな差があります。
　そこで、野菜を食べるときには、何か１種類の食品ばかりを食べるのではなく、多種類の野菜を組み合
わせて食べるようにしましょう。１日に食べたい量として、緑黄色野菜が１５０ｇ、淡色野菜が２００ｇ、
合わせて３５０ｇといわれています。３５０ｇというと両手にあふれるくらいの山盛り１杯というのが目
安になります。ぜひ、野菜を季節感も味わいながら食べていきましょう。

期　　日 平成２１年１月１６日（金）・１７日（土）
健 診 項 目 対　象　者 料　金

結核検診 19 歳以上 無 　料

受付時間 午前６：３０～午前１０：００
肺がん検診（レントゲン） 40 歳以上 無　 料

肺がん検診（喀痰検査） 40 歳以上 ５００円

場　　所 玉造保健センター
生活習慣病予防健診 19 歳～ 39 歳 ５００円

特定健診（国保加入者） 40 歳～ 69 歳 ５００円

申込期間 １２月１５日（月）～１９日（金）
特定健診（国保加入者） 70 歳～ 74 歳 無　 料

高齢者健診 75 歳以上 無　 料

問 合 せ

及び

申 込 先

健康増進課（北浦保健センター）

☎０２９１－３４－６２００

胃がん検診 30 歳～ 74 歳　 １，０００円

大腸がん検診 30 歳以上 ５００円

肝炎ウイルス検査 40 歳及びもれ者 ５００円

前立腺がん検診 50 歳～ 74 歳の男性 ５００円

今年度、健診を受診していない方を対象に総合健診（健診定数３６０人）を実施します。
健康増進課（北浦保健センター）へ直接お電話でお申し込み下さい。

※特定健診は国保加入者のみ受診できます。国保以外の方は医療保険者に確認をお願います。

総 合 健 診 の お 知 ら せ総 合 健 診 の お 知 ら せ

【材料：４人分】

干しエビ 大さじ２（２０ｇ）
水 大さじ３
チンゲンサイ ４株
サラダ油 大さじ１/ ２
塩 少々
長ねぎ ５ｃｍ
干しエビの戻し汁 大さじ２
しょうゆ 大さじ１
酒 大さじ１/ ２
ごま油 少々

【チンゲンサイと干しエビのおひたし】　～スマートダイエット教室レシピより～

ム
ラ 

コ 
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収納対策課より

11月及び12月は滞納整理強化月間です。
　この期間は、特に滞納整理の減少に向けた取組として納税催告を行います。この間に納付又は納税相
談に応じない悪質な滞納者に対しては、財産（給与・預貯金・動産等）調査を行い、差押や換価処分な
どの滞納整理を行います。また、収納対策推進本部により本年度分で納付されていない約 1,000 名の方の
自宅を訪問して徴収業務に当たります。

行方市収納対策推進本部について
　市では、不良債権化している各課の未収金を回収するた
め、今年 7月に副市長を本部長として収納対策推進本部を
設立しました。各課で所管する使用料等の未収金は現在約 9
億円に上り、市ではこれらの現状を重く受け止め、最重要
課題として問題解決に向け市全体で取組む事を決めました。
今後は部長を始めとして市の管理職等による催告兼ねた臨
戸徴収などを行う予定でいます。

・9月 3 日実施の不動産公売について 5件中 1件が売却
されました。　
　　見積価格 380,000 円
　　売却決定金額 1,050,500 円
・次回公売日　
　平成 20 年 11 月 5日（水曜日）場所・・・行方合同庁舎
　平成 21 年  3 月 3 日（火曜日）場所・・・行方合同庁舎

◇市税等の支払いは口座振替をご利用下さい。

　口座振替とは、市税等を金融機関または郵便局の預貯金から納付期限の日に自動振替で納税でき
ます。納期ごとに金融機関等へ出向く必要もなく、納め忘れがないので安心です。一度手続きする
と毎年継続されますので大変便利な制度です。

【申し込み手続きについて】
　預金通帳と印鑑〔届出印〕を持参の上、金融機関
または郵便局の窓口へ直接お申込下さい。口座振替
依頼書は、市役所　麻生庁舎・玉造庁舎・北浦庁舎、
取扱金融機関、郵便局に備えてあります。

【残高不足で引き落とせなかったら】
　再振替は行っていません。振替不能通知書及び納
付書を送りますので、それを持参して市役所窓口、
金融機関、コンビニまたは郵便局で納付してくださ
い。

【口座振替の変更について】
　口座振替依頼書の取消 ( 廃止 ) と口座振替依頼書
の申込 ( 新規 ) に必要事項を記入・押印して、ご利
用の金融機関及び郵便局の窓口へ直接お申込下さ
い。

【口座振替の利用できる市税等は】
　市・県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康
保険税・介護保険料・保育所保育料・放課後児童ク
ラブ納付金・老人保護措置費負担金・下水道受益者
負担金及び分担金使用料・自給ｾﾝﾀｰ搬入手数料・市
営住宅使用料・後期高齢者医療保険料

・市の未収額 　　平成 19 年度末現在
名　　称 未収金（千円）

住宅使用料等 3,667　
一般税 377,643　
国民健康保険税 437,642　
保育料等 10,268　
学校給食費等 1,816　
下水道使用料等 17,000　
介護保険料等 8,309　
水道料金 50,818　
合　　計 907,163　

市の差押実績比較　　　　　〈単位：件〉
項　　目 平成 19年度 平成 18年度
不 動 産 80 88

債　

権

預貯金 48 59
給　与 3 0
その他 141 21

動　　産 6 0
計 278 168

来月の税金 (12月 )

○市・県民税　　　第4期
○国民健康保険税　第6期

納付期限 (口座振替 )は
　　12月 25日です。

今月の税金 (11月 )

○固定資産税　　　第4期
○国民健康保険税　第5期

納付期限 (口座振替 )は
　　12月 1日です。

○不動産公売情報

忘れずに納付
しましょう。
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認知症は「病気」です！
　認知症とは、脳に何らかの原因で障害が起き、脳の機能が低下することで、「物忘れ」や「判
断能力低下」など、日常生活がうまく行えなくなる「病気」です。認知症の症状は、日常生
活上のちょっとした変化に現れることが多いです。周囲の人が気付いた時には、病状が思っ
た以上に進行していることが少なくありません。

「年だから、この程度のことはよくあることだ」、「あんなにしっかりした人が認知症になる
わけがない」と思い込んでいると、認知症の進行はどんどん進んでいきます。認知症は恥ず
かしい、他人に迷惑をかけたくないという思いは捨て、気軽に相談、または病院に受診する
ことをおすすめします。

●初期にはこんなサインが…

・身なりを気にしなくなった。
・今まで好きだったことへの興味や関心がなくなった。
・以前よりもひどく怒りっぽくなった。
・外出や人と会うことをおっくうがる。
・ガスの火を消し忘れる。
・物の名前が出てこなくなった。

●さらに進行すると…

・同じことを何度もたずねる。
・最近の出来事を忘れてしまう。
・時間や日付、自分の居場所が分からなくなった。
・今までできていた家事や作業ができなくなった。
・買い物などのお金の間違いが多くなった。
・「財布が盗まれた」と言って騒ぐ。

認知症の高齢者には、周囲のかかわり方が鍵になります！！

かけがえのない人間として、その人の尊厳を大切にしましょう。
　☆親しみを込めて話しかけましょう。
　☆スキンシップを心がけましょう。
　☆優しく接しましょう。
　☆よく話を聴きましょう。
　☆多少誤ったことを言っても、訂正せずに聴く姿勢を示しましょう。
　☆怒らず、否定しないようにしましょう。
　☆家にこもりきりにさせないようにしましょう。

　認知症については、家族だけでみようとせず、地域の医療・保健・福祉サービスを積極的に利
用しましょう。地域の高齢者の相談窓口として、地域包括支援センターがあります。

　地域包括支援センターとは、地域住民の保健・福祉・医療の向上、虐待防止、介護予防マネジメン
トなどを総合的に行う機関です。「家族に物忘れが出てきた。認知症かな？」、「認知症の症状がだん
だん重くなってきた。」などとお困りの方、その他にも、

　　・介護保険って何？どうすれば使えるの？
　　・どのような福祉サービスがあるのか知りたい。
　　・ひとり暮らしの親が心配　　　　　など・・・

　疑問や悩みを抱えている方はぜひ地域包括支援センターを活用してください。
地域包括支援センターには、主任ケアマネージャー、保健師、社会福祉士の３人の専門職がいます。
どんなささいなことでもいいので、気軽に相談してくださいね！

地域包括支援センターとは…？

問合せ先　行方市地域包括支援センター （玉造保健センター内）☎0299－55－0114



ス・トミック講座

親子教室＆ス・トミック講座

魔女おばさんがやってくる－楽しいお話会－
・期　日　１１月２０日（木）

・時　間　９時３０分受付　１０時開演

・場　所　玉造公民館

・講　師　有田道子さん

・その他　いすの用意はありませんので、

　　　　　座布団等の用意をお願いします。

☆１２月のス・トミック講座のお知らせ☆

ようこそ長谷川ワールドへ
～お父さんお母さんに聞いてもらいたい子どもの秘密～

《文化伝承・創作活動》
・日　時　１２月３日（水）９時３０分受付

・場　所　行方市文化会館

フラワーアレンジメント～世界に一つだけの花～
・日　時　１２月１６日（火）９時３０分受付

・場　所　北浦公民館

・申込期間　１１月１７日（月）～１１月２８日（金）

・募集人数　親子１０組（先着順）

・費　用　実費を集金します。
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　子育て支援センターは子どもが心身ともに健やかに成長できるよう、地域全体で子どもを見守るシ

ステムをコーディネートするところです。

子育て支援センター
☎０２９９-５５-０１３０（直通）
子育て相談・・・水曜日は夜７時まで相談

を電話・窓口で受け付けています。

休日は第１日曜日に５時まで電話にて受

け付けています。

会場（麻生…麻生公民館・北浦…北浦公民館・玉造…玉造保健センター）

子育て広場１１月の予定　１１月実施予定の教室、講座です。期日や内容等はチラ

シでお知らせします。たくさんの親子の参加をお待ちして

います。

《文化伝承・創作活動》

さつまいもDEクッキング
・日　　時　１１月７日（金）９：３０受付

・場　　所　北浦保健センター

・講　　師　河野　史子栄養士

・参加人数　親子１５組（先着順）

・申込み〆切　１１月４日（火）

・費　　用　実費を集金します。

11月
麻　生 北　浦 玉　造

午前
9：30～
11：30

午後
1：30～
3：30

午前
9：30～
11：30

午後
1：30～
3：30

午前
9：30～
11：30

午後
1：30～
3：30

1 土

2 日

3 月

4 火 ○

5 水 ○ ○ ○

6 木 ○ ○ ○

7 金 ス・トミック講座 ○

8 土

9 日

10 月 ○

11 火 ○ ○

12 水 ○ ○

13 木 ○ ○

14 金 ○ ○ ○

15 土

16 日

17 月 ○ ○

18 火 ○ ○

19 水 ○ ○

20 木 親子教室・ス・トミック講座

21 金 ○ ○ ○

22 土

23 日

24 月

25 火 ○ ○ ○

26 水 ス・トミック講座

27 木 ○ ○

28 金 ○ ○

29 土

30 日

《五感・表現活動》

は～い♪たいそうの時間ですよ
・日　時　１１月２６日（水）９：３０受付

・場　所　北浦体育館

・その他　動きやすい服装、上靴の用意をしてください。
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【問合せ・申込み先】
　スポーツ振興課

（北浦体育館内）
  ☎   0291-35-2120  
  FAX 0291-35-3854
麻生運動場
  ☎   0299-77-0791
玉造運動場
  ☎   0299-55-3211

第３回行方市中学校ハンドボール
　９月２３日（火）、麻生運動場体
育館ほか１会場において、男子８
チーム・女子７チームの参加によ
り開催されました。
男子の部
【優　勝】千代田中学校
【準優勝】玉造中学校
【第３位】土浦第三中学校
女子の部
【優　勝】北浦中学校
【準優勝】麻生中学校
【第３位】古河第一中学校

第36回行方市
親善卓球大会　

　９月２０日（土）麻生運動場体
育館において、１１５名の参加に
より開催されました。
中学生シングルスの部
＜１年男子シングルス＞
【優　勝】大川拓摩（潮来一中）
【準優勝】角田悠輔（潮来二中）
【第３位】草野弘喜（潮来二中）
【第３位】鈴木駿太郎（潮来一中）
＜１年女子シングルス＞
【優　勝】箕輪璃菜　（牛堀中）
【準優勝】羽生愛美　（牛堀中）
【第３位】加藤綾華　（牛堀中）
【第３位】根本かおり（牛堀中）
＜２年男子シングルス＞
【優　勝】黒須　拓（潮来二中）
【準優勝】折笠弘陛（潮来二中）
【第３位】今泉鳳理（潮来二中）
【第３位】古渡祐太　（玉造中）
＜２年女子シングルス＞
【優　勝】鬼澤蒼生　（麻生中）
【準優勝】高野　愛　（玉造中）
【第３位】小沼静香　（北浦中）
【第３位】大輪菜摘　（麻生中）
中学生団体戦の部
＜男子＞
【優　勝】玉造中学校
【準優勝】潮来第一中学校
【第３位】潮来第二中学校
＜女子＞
【優　勝】麻生中学校
【準優勝】玉造中学校
【第３位】北浦中学校

長年の功績により
表彰されました

　９月２０日（土）つくば市“ホテ
ルレイクサイドつくば”を会場に
開催された“平成２０年度スポーツ
少年団指導者研修会”において当
市の椿　和道さん（麻生ジュニア
テニスクラブスポーツ少年団）と
大野宗雄さん（小高少年剣友会ス
ポーツ少年団）の２名の方が、長
年の功績により表彰を受けました。
　椿さん・大野さんともに、旧麻
生町から合併後の行方市において
スポーツ少年団の指導者として、
団の企画運営及び技術向上と青少
年健全育成に努め、地域スポーツ
の活性化にご尽力いただきまし
た。おめでとうございます。

第２７回玉造ロータリークラブ杯
少年野球大会結果

　９月２３日（火）、麻生運動場野
球場ほか５会場２０チームの参加
により開催されました。
＜Ａブロック優勝＞
　常澄野球スポーツ少年団
＜Ｂブロック優勝＞
　美野里スラッガーズ
＜Ｃブロック優勝＞旭ドジャース
＜Ｄブロック優勝＞駒津ヤンキース
＜Ｅブロック優勝＞当間スポーツ少年団

【総合優勝】美野里スラッガーズ

★個人賞に３選手が選ばれまし
た。おめでとうございます。

【優秀賞】西谷智也（玉造ジャイアンツ）
【優秀賞】長谷川貴大（北浦ペガサス）
【優秀賞】藤崎恭彦（行方ＢＧＭ）

第５回行方市民テニス大会結果
　９月２８日（日）北浦運動場テ
ニスコートにおいて開催されまし
た。
＜男子ダブルス＞
【優　勝】蛭町・堀米組
【準優勝】相川・宮本組
【第３位】飯島・滝原組
【第４位】三留・大橋組
＜男子シングルス＞
【優　勝】相川文弘
【準優勝】堀米　隆
【第３位】大橋和範／柴崎禎央
＜女子ダブルス＞
【優　勝】青木・蛭町組
【準優勝】塙　・高原組
【第３位】幡谷・延岡組

第２６回玉造ロータリークラブ杯
少年剣道錬成大会

　９月２８日（日）玉造Ｂ&Ｇ海
洋センターアリーナにおいて、市
内７少年団の参加により開催され
ました。
＜団体戦の部＞
【優　勝】行方少年剣友会Ａ
【準優勝】玉造山王剣道スポーツ少年団Ａ
【第３位】手賀剣道スポーツ少年団
【　〃　】行方少年剣友会Ｂ

↑団体戦優勝　行方少年剣友会Ａのみなさん

↑入賞された市内中学生のみなさん
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●女子ダブルスＡ
【優　勝】萩原・山口　組（かぼちゃクラブ）
【準優勝】鴨志田・森　組（北浦クラブ）
【第３位】伊藤・小沼（詩）組
（鉾田二高）
【　〃　】塚本・千葉　組（鉾田二高）
●女子ダブルスＢ
【優　勝】猪狩・澤幡　組（ガルウィング）
【準優勝】山田・飯島　組（北浦クラブ）
【第３位】大槻・内田　組（鉾田二高）
【　〃　】白田・坂場　組（鉾田二高）
●女子ダブルスＣ
【優　勝】本田（慶）・本田（碧）組
（かぼちゃクラブ）
【準優勝】小沼（志）・川崎　組
（鉾田二高）
【第３位】大野・側　組（小川シャトル）

＜個人戦試合の部＞
【優　勝】高塚大地（手賀剣道）
【準優勝】吉川直輝（行方少年剣友会）
【第３位】中城和宏（行方少年剣友会）
【　〃　】新治一輝（行方少年剣友会）
＜個人戦切り返しの部＞
【優　勝】大曽根愛（現原剣道）
【準優勝】新治勇人（行方少年剣友会）
【第３位】池田敦志（小高少年剣友会）
【　〃　】横田瑞葵（玉造山王剣道）
＜個人戦面打ちの部＞ 
【優　勝】小林一輝（小高少年剣友会）
【準優勝】磯山友秀（手賀剣道）
【第３位】土子雄介（小高少年剣友会）
【　〃　】大川翔永（小高少年剣友会）

行方市秋季バドミントン大会
　１０月５日（日）北浦体育館を
会場に９４名の参加により開催さ
れました。
●男子ダブルスＡ
【優　勝】小沢・広田　組（スピードスター）
【準優勝】遠田・鳥川　組（北浦クラブ）
【第３位】荻原・青山　組（かぼちゃクラブ）
【　〃　】仁田・松嶋　組（小川シャトル）
●男子ダブルスＢ
【優　勝】石川・大河　組（北浦クラブ）
【準優勝】若山・大里　組（かぼちゃクラブ）
【第３位】加藤・阿部　組（小川シャトル）
【　〃　】田上・新治　組（小川シャトル）
●男子ダブルスＣ
【優　勝】松波・北橋　組（ガルウィング）
【準優勝】本田（颯）・本田（悠）組
（かぼちゃクラブ）
【第３位】谷田川・小沼　組（鉾田二高）
【　〃　】本田（睦）・本田（颯希）組
（かぼちゃクラブ）
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を

も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

輝かしい成績を残しました！
今回、スポーツの分野において活躍中のお二人をご紹介させていただきます！

前
川

太
輝
く
ん

（
小
高
小
４
年
）

国
際
総
合
空
手
道
２
０
０
８

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

防
具
付
小
学
４
年
男
子
の
部

　

優　

勝

森
崎

可
南
子
さ
ん

（
三
和
小
６
年
）

全
国
小
学
生

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
シ
ン
グ
ル
の
部
）
16
位

スポット
A spotlight
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新着図書・ビデオ情報
●一般書　図書館

君の笑顔に会いたくて（大沼えり子）

　「死ねばよかったのに」と言われていた少年。
「俺はいらない人間だ」と思っていた少年。ひ
とりぼっちで死んでいった少年…。保護司とし
て少年たちの更生に尽力している著者が、これ
まで出会った少年たちとの心の交流を語る。

ワインを愉しむ基本大図鑑（山田健監修）
　
　赤１７種、白２３種の主要ブドウ品種と、品
種を代表するワインカタログを収録。ラベル
の読み方などを解説する基礎講座、グッズ紹
介、歴史、健康学などを掲載する、ワインの
基本図書の決定版。テイスティングノート付き。

●児童書　図書館

ラブの贈り物（登坂里香）

　犬を飼いたくてしょうがない美咲。だけど、
おじいちゃんは大の犬嫌いで…。将来、盲導犬
になるための子犬を育てるパピーウォーカーに
なった家族の心温まる物語。１９９６年放送のテ
レビドラマ「ラブの贈りもの」の原作。

ばあちゃんのきんぴら（大原由佳）
　
　パパとママが外国で、ばあちゃんと一緒に住
んでいるわたし。隣の席のリカちゃんのお弁当
は春のお花畑みたい。でも、ばあちゃんがつくっ
たお弁当は冬の原っぱみたいに茶色。ある日、
そんなお弁当が嫌になって…。

○行方市立図書館のホームページで「新着案内」と「蔵書検索」が出来ます。（http://www.city.namegata.ibaraki.jp/toshokan/）

　※読みたい本は予約・リクエストを！（カウンターにお申し出下さい。）

イベント情報イベント情報
開催場所は行方市立図書館になります

えいが会　１１月８日（土）午前１０時～
　　『ちびまるこちゃんの火の用心』ほか

人形劇（クローニーチャット）１１月９日（日）午後２時～
　　『へっぴりよめさま』ほか

だっこで読み聞かせ　１１月１２日（水）午前１０時～
　　『ありがとう』ほか

おはなし会　１１月２２日（土）午後２時～
　　『みのりの秋』ほか

Ｎｅｗ　Ａ
ｒｒｉｖａ

ｌ
Ｎｅｗ　Ａ

ｒｒｉｖａ
ｌ

施　設　名 開館時間 電話番号

行 方 市 立 図 書 館
（玉造乙 1175）

火曜日～金曜日
（午前 9：30～午後 6：30）

土・日・祝日
（午前 9：30～午後 5：00）

0299 － 55－ 1495

行方市北浦公民館図書室
（山田 2175）

午前 9：00～午後 5：00
休館日は月曜日

0291－ 35－ 3777

行方市麻生公民館図書室
（麻生 1221）

午前 9：00～午後 5：00
休館日は月曜日

0299－ 72－ 1573

Ｎｏｖ １１月図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

　は休館日※公民館図書室は異なる場合があります。

　最近、若いお父さん

がお子さんを連れて図

書館に来てくれます。

そして小さな声で読み

聞かせをしています。

とてもほほえましい光

景です。図書館が子育

て支援の場所になれば

とてもうれしいです。

図書館のある日のできごと…図書館のある日のできごと…

（11月の豆知識）七五三の由来
　武家社会の儀式に由来しており、男女ともに数えの3歳で髪を伸ばし始める「髪置き」、男子は5歳で

袴を着る「袴着」、女子は7歳で本式の帯をしめる「帯解き」のお祝いを行う習慣がありました。昔は7

歳まで生きるのが大変で、子の成長を祝って神社にお参りをする行事となったようです。



★バスが公民館を巡回します
【行き】   8:30 玉造公民館   9:00 麻生公民館   9:20 北浦公民館
【帰り】13:40 北浦公民館 14:00 麻生公民館 14:30 玉造公民館

平成20年度成人・親子ふるさと教室
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趣　
　

旨　

行
方
市
内
の
園
児
・
児
童
を

対
象
に
、
絵
画
・
書
の
作
品
づ
く
り
を
通

し
「
未
来
・
夢
・
こ
こ
ろ
」
を
感
じ
る
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
感
性
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

展
示
期
間　

12
月
４
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　
　

12
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　

（
８
日（
月
）は
休
館
日
で
す
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

展
示
作
品　

行
方
市
内
幼
稚
園
（
園
児
）

　
　
　
　
　
　
　

絵
画
の
部

　
　
　
　
　

行
方
市
内
小
学
校
（
児
童
）

　
　
　
　
　
　
　

絵
画
の
部
・
書
の
部

展
示
場
所　

行
方
市
北
浦
公
民
館

　
　
　
　
　

１
階
ロ
ビ
ー
・
２
階
ロ
ビ
ー
・

　
　
　
　
　

２
階
会
議
室

主　
　

催　

行
方
市
教
育
委
員
会

問
合
せ
先　

行
方
市
北
浦
公
民
館

　
　
　
　
　

☎　

０
２
９
１
（
３
５
）
３
７
７
７

《
地
産
地
消
で
い
こ
う
》

第
３
回
行
方
市

「
輝
く
未
来
展
」
開
催

「
青
少
年
の
自
立
と
社
会
性
を

育
て
る
推
進
」
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

目　

的　

青
少
年
育
成
行
方
市
民
会
議

と
行
方
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
並
び
に

行
方
市
男
女
共
同
参
画
研
究
会
の
主
催

に
よ
る
青
少
年
の
自
立
と
社
会
性
を
育

て
る
育
成
活
動
の
推
進
を
図
る
。

日　

時　

11
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
か
ら

場　

所　

行
方
市
文
化
会
館

講　

師　

大
谷
徹
奘
師

演　

題　

「
幸
せ
の
条
件
」

　
　
　
　
　

〜
心
の
も
の
さ
し
〜

対
象
者　

行
方
市
在
住
及
び
勤
務
で
、

　
　
　
　

青
少
年
・
大
人
の
方

（
約
５
４
０
名
）　

そ
の
他　

入
場
無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
北
浦
庁
舎
）

　

☎　

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

【
問
合
せ
・
申
込
み
先
】

生
涯
学
習
課
（
北
浦
庁
舎
）

　

☎　

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

　
　
　

０
２
９
１
（
３
５
）
１
７
８
５

　

行
方
市
で
は
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
て
、
た
く
さ
ん
の
食
材

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

れ
ん
こ
ん
は
全
国
５
位(

行

方
市
）
と
い
う
わ
け
で
、
環
境

に
優
し
い
農
業
を
目
指
す
れ
ん

こ
ん
農
家
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、

安
全
で
美
味
し
い
れ
ん
こ
ん
の

栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

お
昼
は
、
れ
ん
こ
ん
を
使
っ

て
自
分
た
ち
で
料
理
し
て
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。

生
産
者
と
料
理
上
手
に
直
接
教
え
て
も
ら
う

れ
ん
こ
ん
デ
ビ
ュ
ー

講師　大谷徹奘師

●期日・会場 12 月 13 日（土）北浦公民館
●日　　程   9:30　　北浦公民館集合（見学場所へはバスで移動）
   9:40 ～　見学・お話（繁昌地区のハス田）
 10:40 ～　調理・会食（北浦公民館）
●講　　師 高橋　勲さん（県エコファーマー、レンコン栽培農家）
 虹の会のみなさん（れんこん料理）
●準備する物 三角巾（バンダナ）、エプロン、筆記用具、防寒着、
 軍手、歩きやすい靴
●費　　用 材料費１, ０００円程度 ･･ 当日受付で。
●応募方法 直接生涯学習課の窓口へ。
 電話・FAX での申込みも出来ます。

●受講資格  市内在住・在勤の方
　（お子さんは保護者とごいっしょに）

●募集人数　25 名程度
 　（応募多数の場合は抽選）

12/13

FAX



【市の花】 【市の木】 【市の鳥】 【面　積】 【人　口】 【世帯数】

ヤマユリ
（山百合）

イチョウ
（銀杏）

シラサギ
（白鷺） １６６.３３ｋｍ２

男 １９，５３３人（－２０）
女 １９，８３６人（－３４）
計   ３９，３６９人（－５４）

１１，６１６世帯
（＋７）

１０月１日現在（ 　）は前月比

　

今
回
の
訪
中
で
は
、
武

漢
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
（
２

泊
）
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ

と
は
、
中
国
人
は
自
分
が

思
っ
て
い
た
ほ
ど
日
本
を

嫌
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
と
て
も
温
か
く
、

優
し
い
人
ば
か
り
で
し
た
。

仲
の
良
い
友
達
も
で
き
、

ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

中
国
訪
問
に
よ
り
、
ま

す
ま
す
中
国
に
関
心
を
持

ち
ま
し
た
。
万
里
の
長
城
、

天
安
門
広
場
、
故
宮
博
物

院
、
そ
し
て
人
民
大
会
堂
。

何
よ
り
も
飛
行
機
か
ら
見

え
た
、
中
国
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
急
激
な
経

済
発
展
の
様
子
が
ハ
ッ
キ

リ
と
わ
か
り
驚
き
ま
し
た
。

も
っ
と
「
知
る
努
力
」
を

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

歓迎会でエールを送る（武漢）

地元の高校を訪問（北京）
２年　髙栁　侑美さん

（北浦中出身）

２年　河須崎　周さん

（麻生中出身）

『天安門』前の麻生高校生『天安門』前の麻生高校生

　

２
０
０
８
年
は
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
30
周
年
で
す
。
こ
れ
を

記
念
し
、
日
中
青
少
年
友
好
交
流

年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
10
月
７

日
か
ら
13
日
ま
で
麻
生
高
校
の
生

徒
45
名
が
日
本
高
校
生
代
表
団
第

２
陣
（
団
長　

千
ヶ
崎
良
治　

同

校
教
頭
）
と
し
て
外
務
省
か
ら
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
３
年
間

に
亘
っ
て
中
国
高
校
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
そ
の
実
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日中友好の架け橋に
麻生高校の生徒が中国に派遣されました

第２陣第２陣（茨城と宮城の高校生　計９０名）（茨城と宮城の高校生　計９０名）の訪問地の訪問地

北京（３泊）　　武漢（２泊）　　上海（１泊）北京（３泊）　　武漢（２泊）　　上海（１泊）
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